
幼稚部 小学部
中学部 高等部普通科

高等部理療科

自発的・主体的な
活動推進

進路に係る基盤形成
現実的探索
暫定的選択

・五感遊び
・身辺自立

・身辺自立、自己管理
・自己理解、他者理解
・自己イメージの獲得

・身辺自立
・自己管理の向上
・自己理解、他者理解
・自己イメージの獲得

自発的、主体的な
活動を促す

自主性・自立性・社会性・協調性
を養う

将来の生き方について考
えられる機会を持ち、進
路選択に導く

幼稚部 小学部 中学部 高等部普通科 高等部理療科

・他者との関わ
りの中で相手の
気持ちを考え、
理解する力

・社会との関わ
りの中で相手の
気持ちを考え、
理解する力

・自分自身の可
能性を含めた肯
定的な理解に基
づき、主体的に
行動する力

・基本的生活習
慣を身につけ、
自身の障がいを
理解して行動す
る力

・仕事をする上
での様々な課題
を発見・分析し、
計画を立てて処
理する力

・目的に応じて、
必要な情報を取
捨選択し、活用で
きる
・問題が起きたと
き、原因を調べ、
課題を発見し、解
決するための方
策や適切な手段
を選択できる

自己管理能力
（実行力２）

・身の回りを清潔に
する
・衣服の着脱、食事
などの生活に必要
な活動をできるだ
け自分でしようと
する
・健康的な生活リズ
ムを身に着ける
・きまりの大切さに
気づき、守ろうとす
る

【１～３年】
・生活リズムを身に着ける
【４～６年】
・自分の体調に気づき、身近な
人に自分なりの表現で伝える

・身支度、食事など生活
面で自分でできる事を増
やす
・社会のルールなどを身
につけ、行動する意識を
持つ

・基本的生活習慣を身
につけて、生活リズム
が整っている
・社会的規範を認識
し、行動することがで
きる

・様々な場面で自
己のなすべきこ
とを理解し、責任
ある行動ができ
る
・自分の障がいを
把握し、残存能力
を最大限に生か
し、援助依頼がで
きる

課題対応能力
（思考力）

生活の中で様々な
音や形、色、手触
り、におい、動きな
どに気づき、興味を
持つ
・したい事、してほ
しい事を表現した
り、わからない事な
どを尋ねたりする
・簡単な指示に応じ
た行動がとれる

【１年～３年】
・活動や身の回りのことに興味
を持ち、楽しく物事に向かうこ
とができる
【４年～６年】
・頑張ればできる課題に取組
み、課題に向き合う力や解決方
法を身につけ、成功体験を積み
重ねる

・作業の手順などを理解
し、行動を持続する力を
つける
・困ったときの対処（支援
の求め方など）を自ら考
え、行動する力を身につ
ける

・物事を選択する上で
自分なりの価値観と
社会的規範の中で判
断することができる
・問題が起きたとき、
解決のための方策（援
助依頼など）や適切な
手段を選択し、表現で
きる

・他者の感情・思
考や社会規範に
配慮して行動す
る
・自らの責任で意
思決定をする力
を持つ

自己理解
（実行力１）

・楽しい経験を積み
重ねる中で、好きな
ことを増やす
・様々な活動の中か
ら自分で選択する
・ごっこ遊びなどを
通して、自分の役割
に気づく

【１～３年】
・楽しい経験を積み重ねる中
で、好きなことや大切なことを
増やす
【４～６年】
・ことばかけを受けたり、友達
の様子から感じたりして身近な
人と一緒に、もしくは自分で
「やってみよう」とすることがで
きる

・学校、社会で果たす
べき役割を認識し、積
極的に役割を担うこ
とができる
・生きがいややりがい
を見つけ、自己を生か
せる生き方や進路先
を見つける

・自分自身を客観
視し、肯定的にと
らえる
・職業適性を判断
しながら、進路を
選択することが
できる

・今までに経験したこと
のない事にも挑戦し、自
分の興味の幅を広げる
・自分ができる事、苦手な
事を知り、援助方法など
を身につける

社会形成能力
（調整力２）

・良いこと、悪いこ
とがあることに気
づく
・ありがとう、ごめ
んなさいが言える、
伝えようとする

１～３年
・集団の場で、身近な人の声に
気づいて関わりを受け入れる
ことができる
４～６年
・集団の中で相手に興味や関心
を持ち、自分から関わることが
できる

・集団行動をすることで
様々な人と関わり、マ
ナーを知る
・円滑な人間関係を作る
ための言動や行動を身に
つける

・異年齢、異性の人
等、多様な他者と場に
応じた適切なコミュニ
ケーションを図る
・自立と社会参加に向
け、社会体験などに積
極的に取組む

発達段階

人間関係形成
（調整力１）

・親しみをもって日
常の挨拶や返事を
する
・友だちのよさに気
づき、一緒に活動す
ることを楽しむ
・身近な人の声を聴
きわける

【１～３年】
・身近な人に対して、要求や拒
否などの感情を自分なりの方
法で表現できる
・安心できる場で様々な経験を
積み重ねながら、身近な人と関
わる楽しさを感じる
【４～６年】
身近な人に対して意志や要求
を自分なりの方法で伝えること
ができる

将来にわたる多様なキャリア形成に必要
な能力や態度を育成し、勤労観・職業観
等の形成・確立に導く

・挨拶、返事などを自分な
りの表現で表すことがで
きる
・活動経験を増やし、　挨
拶、身だしなみ、場に応じ
た言動を身につける

・挨拶を自らするなど
の基本的な社会マ
ナーが身についてい
る
・社会体験を通して新
しい人間関係を構築
することができる

・他者の話を傾聴
して理解できる
・様々な分野の話
題に対応し、積極
的に人間関係を
構築できる

キャリアプランニングマトリックス（基本的・汎用的能力の指針）

課題と方策

推進の主な支援・
指導ポイント

発達段階

目標と基本的方向性

キャリアプランニング・マトリックス

大阪府立大阪北視覚支援学校

卒業後の自身の生活に関心を持ち、自ら考えようとする態度を育成するとともに、自身のキャリアに
ついて自己選択・自己判断・自己決定できる力を育む

現実的探索と暫定的選択
試行と社会的移行準備

・身辺自立
・自己管理の獲得
・自己理解、他者理解
・社会参加の選択と実行

キャリアプランニング・マトリックス（概要）



幼稚部 小学部 中学部 高等部普通科 高等部理療科

・働くことの意
義を理解し、多
様な生き方に関
する様々な情報
を取捨選択、活
用しながら主体
的に判断し、
キャリアを形成
していく力

・保有視力、他
の感覚を活用す
ることができる
力
・白杖、援助依
頼を行いながら
移動ができる力
・ICT危機を活
用して情報収集
できる力

キャリアプランニング・マトリックス

・理療という仕事
の持つ社会的意
義を理解し、社会
貢献できるよう
に努める
・進路希望を実現
するための諸条
件や課題を理解
し、実現するため
に努力する

感覚情報処理能力
（活用力）

・手指の巧緻性を高
める
・基礎的概念の定着
を図る
・見ることに興味を
持ち、保有視覚の
向上を図る
・触れるものが何で
あるか興味を持ち、
触察の力を高める
・（呼ばれた）音源に
向かって歩こうと
する
・慣れた場所は自ら
伝い歩きで移動し
ようとする

【１～３年】
・部分と全体、始点と終点の把
握など、触察の基本を身に着け
る
・自分にとって必要な視覚障が
い者用教具や補助具の使い方
を知る
・伝い歩きや手引き歩行によ
り、校内の目的の場所へ移動が
できる
【４～６年】
・基本的な図形を理解し、イ
メージしながら合成、分解、作
図などに取組む
・自分にとって必要な視覚障が
い者用教具や補助具を生活に
取り入れる
・手引き歩行や白杖を用いて移
動の範囲を広げる

・手引き歩行、伝い歩き、
校内・校外歩行、乗り物の
乗車などにより、行動範
囲を広げる
・自分に合った歩行方法
を知り、移動範囲や手段
を増やす
・学校や日常生活の中で
ICT機器等の使い方を学
び、情報収集や授業での
活用、他者との関りなど
に活用できるコミュニ
ケーションツールとして
も活用できるようになる

・物の性質や仕組みを
理解し、適切に活用で
きる
・学習や日常生活で
ICT機器等を使い、自
分が使いやすい仕様
に設定し、社会的に活
用できる
・移動に関する情報を
集め、必要に応じて他
者に援助依頼も行い
ながら移動（歩行）が
できるようになる

・学習や日常生活
の様々な場面で
ICT機器を使い
こなせる
・臨床カルテなど
他者と共有する
文書作成ができ
る

発達段階

キャリアプランニング
能力

（計画力）

・幼稚部における生
活の仕方を知り、見
通しを持つ
・当番や手伝いを通
して、人の役に立つ
喜びや自分に自信
を持つ
・家族の存在や家庭
での役割、身近に
働く人に興味・関心
を持つ

【１～３年】
・言葉かけを受けたり、友だち
の様子から感じたりして、教師
と一緒に、または自分で手伝い
や係の仕事をすることができ
る
・様々な職業があることを知
り、「〇〇になりたい」という気
持ちを持つ
【４～６年】
・手伝いや係の仕事、児童会活
動を進んで実行したり、友だち
と協力したりして行うことがで
きる
・将来の夢や希望に向けて努力
をしようとする

・係活動、行事などの取
組みを通して、協力して
行動することができる
・職場体験や見学を通し
て、将来の仕事や夢をイ
メージして、進路選択を
考え始める

・職業生活における権
利・義務や責任及び職
業に就く手続きや方
法を知る
・様々な社会体験を通
し、進路選択に関し
て、自己選択・自己決
定ができる


